
太田　今日はよろしくお願いします。
まずは自己紹介からお願いします。
城福　特別養護老人ホーム青香
園で介護職員をしています。働きだ
してちょうど5年ぐらい。初めての職
場が青香園なので、今の仕事しか知
らないんですけど、今日はがんばりた
いと思います。
大栗　みのり保育園で保育士をし
ていて担当は2歳児です。いま1歳4
カ月の息子がいるんですけど、子育
てと仕事と、それぞれ違うやりがいと
いうか、おもしろみがあって、それぞれ
違う目線で見させてもらっています。
若井　障害者支援施設希望の郷
で支援員として働いています。利用
者さんの食事や入浴などの基本的
なところを大切にしながら、充実し
た生活を送れるように支援していま
す。新しい職員さんへの研修なども
企画しています。
太田　福祉の仕事を選んだきっか
けって、何かありますか？

若井　昔からおじいちゃんおばあ
ちゃんっ子で、ずっと一緒に生活し
てきました。高校時代におじいちゃん
が脳梗塞を患い、手が震えたり、文
字が書けなくなったりして。自分が家
族に対して何かできないかな？と思っ
たのがきっかけです。大学は福祉学
科に進学し、現在の職場に就職しま
した。
城福　私の祖父は身体が弱くて、そ
の介護を祖母が一生懸命している
のを見て、すごいなと思ったんです。
祖母はもともと看護師で、実は私も
看護学校に通っていました。看護師

の道は諦めてしまったのですが、知
識を活かして介護の仕事をしたいな
と思い、この仕事に就きました。
大栗　小学校6年生ぐらいのとき
に、近所の低学年の子と遊んだりす
るのが楽しくて、当時は幼稚園の先
生になりたいなと思ってたんです。そ
の後、大学は児童学科に進みまし
た。実習する中で、0歳から6歳まで
の子どもと関われる保育園が魅力的
に感じて、今の仕事を選びました。
太田　福祉の仕事をしてきた中で、
しんどかったこと、よかったこと、どん
なことがありますか？
若井　やっぱり利用者の方が亡く
なられたというのは、精神的にしんど
かったことです。初めて担当させてい
ただいた利用者さんが病気で亡くな
られたことが、いまも強く印象に残っ
ています。不謹慎かもしれませんが、
その保護者の方にお葬式で「最後
に担当してくれた職員さんがあなた
でよかった」と言っていただけたの
は、救われた部分ですね。
城福　この仕事に就いて、一番最
初に入所者さんの急変があったの
が夜勤時の朝方でした。その方は、
認知症はあるけど「ほんまにええ子
やなぁ。よう来てくれたなぁ」って、い
つも私に言ってくれるおばあちゃん
で。あちこち連絡したり、バタバタす
る中で現場では悲しむ間もなく…。
ひと段落して家族の方とお話して
「あなたたちでよかった」って言って
いただけて、涙が出てきましたね。

大栗　みなさんとは重さが違うんで
すが…発表会などの準備期間は本

当に大変ですね。毎年新しいものを
企画するとなったら、なかなか上手く
いかないところがあります。うれしかっ
たことは、0歳児を担当していた時
に、一人の男の子が初めて歩くとこ
ろを目にして、その成長の姿っていう
のは今でも心に残っていますね。

太田　給与や研修などについては、
それぞれいかがですか。
若井　月に5回ほど夜勤があるんで
すが、夜勤の後は丸一日休みがとれ
たり、手当がついたりします。給与面
も安定しています。夜勤の時には、
利用者さんとお話をする時間を多く
とることができて、じっくりと向き合う
ことができるので、この時間を大切に
しています。
城福　私は未経験で介護の職場
に入ったんです。働きながら介護福
祉士の資格を取って、先輩に勉強を
みてもらったり、教えてもらったり、すご
くアットホームで理解のある職場で、
ここまでやってこれたのは先輩や上
司のおかげです。実務者研修にも
出張扱いで行かせてもらえました。
大栗　うちの園はできるだけ定時
であがれるように声を掛け合って帰
るようにしていて、残業はあまりあり
ません。話しやすい職場というのは
メリット。あと、私はこれまで正規職
員だったんですが、今年は子育ても
あってパートに変えてもらいました。
太田　理解のある職場ですね。ほ
かの業種の仕事ではなかなかできな
いかもしれないけど、福祉の仕事な
らではの良さですね。結婚して、子育
てが忙しくなったら休んでみるとか、

別の部署に移してもらうとか、一旦
辞めたとしてもひと段落したら「いつ
でも帰ってこられる」っていうのが福
祉の仕事の特徴ですね。
太田　みなさんがそれぞれの仕事
に取り組む上で、大切にされている
ことを教えてください。
城福　職員間での縦と横の連携を
大切にしています。何かあったら、誰
かに言ってくれたらすぐに対応できる
と思います。それと利用者さんとのコ
ミュニケーションですね。プライベー
トでも挨拶は大切にしています。
大栗　やっぱり「笑顔でいる」ってい
うのは、ずっと大事にしていることで
す。そのことで周りから話しかけやす
いような雰囲気もでますしね。
若井　個人的に大切にしているの
はチームワークです。自分の業務的
にも、新人職員さんがどうやったら早
く慣れてもらえるのかを考えていて。
新人さんって日々の業務で困るこ
とってけっこうあると思うんです。そこ
で、なるべく声をかけて自分が助けら
れるように心がけています。逆に、自
分が困ったときには助けてもらいた
いですし（笑）。お互いが助け合える
関係になれるようにしたいですね。
太田　最後になりましたが、同じ福
祉業界でがんばっている方へ一言

メッセージをお願いできますか？
若井　どこもコロナで大変な状態と
思います。人手不足だったり、利用
者さんの支援、自分の体調管理もそ
うですし…。これを機にほかの施設
さんとの情報交換ができる機会が
増えればいいなと思っています。お
互いに福祉業界を盛り上げていけ
ればいいですね。

城福　うちの施設ではコロナの影
響で面会謝絶になっていて、利用者
さんも「どうして会えんの？」「どうして
娘は迎えにこないの？」って機嫌も悪
くなって。どこの施設も同じようなと
ころ多いと思います。この時期は本
当に大変だと思いますが協力し合っ
てがんばっていきましょう。
大栗　コロナもそうなんですけど、
日々の業務だけでもみなさん大変
で。利用者さんや子どもさんのため
にみなさん尽力されていると思いま
す。健康で、笑顔で、がんばっていき
ましょう ！ と声をかけたいです。
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9月7日に徳島県立総合福祉センターで行われた福祉人材育成・定着のための座談
会。高齢分野、保育分野、障害分野のそれぞれの福祉現場で働く職員さんによる自
由な意見交換が行われました。いま福祉の仕事をがんばっている方へ、これから福祉
の仕事を目指す方へ、現場のリアルな声の数々をリポートします！ 
ありがとう、福祉のある毎日。福祉職にエールを。

元気をもらうことが
たくさんある仕事で
す。子どもたちの成
長を感じられるのは
保育士ならでは。ぜ
ひ一緒に働きましょ
う ！

利用者さんの笑顔
がうれしくて、がんば
ろうと思える、やりが
いのある仕事です。
手当なども増えて給
与面も改善されてい
ます ！

よく周りから大変と
言われるけど、自分
自身は大変と思っ
たことがなくて。小さ
な幸せや笑顔を積
み上げられる魅力あ
る仕事です ！
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福祉施設の職員さんの、まっすぐな想い
〜とくしまで働く将来×自分の未来を一緒に考えてみよう〜

コロナ禍で地域の福祉を支えつづけるみなさんにインタビュー

これから福祉業界を
目指すみなさんへ
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